
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】ハートドーナツ形の座布団或はクッションで体

脂肪の流動性と可塑性を利用し逆ハート形が臀部を最も

理想的と思われる形を模型として、身体の自然な曲線を

キープし、体圧でヒップアップを実現する。

【解決手段】ハートドーナツ形の座布団或はクッション

１は、身体の自然な曲線に合わせて作ってある均等なハ

ートドーナツ形である。本品のハートドーナツ形のクッ

ションの表面は、伸縮が無い或いは伸縮性の少ないカバ

ーで内部は流動性のある発泡スチロール顆粒で製作する

。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
特 徴 は 体 の 自 然 な 曲 線 に 合 わ せ 、 お 尻 を 最 も 理 想 的 と 思 わ れ る 逆 ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 に 整 え
る ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 の ヒ ッ プ ア ッ プ 座 布 団 或 は ク ッ シ ョ ン で あ る 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 基 づ き 、 カ バ ー 材 質 に 伸 縮 が 無 い 或 い は 伸 縮 性 の 少 な い 生 地 で 内 材 は 流 動 性 が
あ る 発 泡 ス チ ロ ー ル 顆 粒 で あ る 。 ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 の ヒ ッ プ ア ッ プ 座 布 団 或 は ク ッ シ ョ ン
で あ る 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 基 づ き 、 伸 縮 が 無 い 或 い は 伸 縮 性 の 少 な い 生 地 で 変 形 し に く い 布 地 、 人 造 皮 革
或 い は そ の 素 材 の 組 合 で あ る 。 ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 の ヒ ッ プ ア ッ プ 座 布 団 或 は ク ッ シ ョ ン で
あ る 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 基 づ き 、 芯 材 、 顆 粒 は 、 直 径 １ ～ ３ ｍ ｍ の 発 泡 ビ ー ズ で あ る 。
ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 の ヒ ッ プ ア ッ プ 座 布 団 或 は ク ッ シ ョ ン で あ る 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 、 或 は 請 求 項 ２ の 下 部 に 蝶 番 で 座 面 と 連 結 、 座 面 の 中 に は ガ イ ド レ ー ル が 埋 め 込
ん で あ る 。 ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 の ヒ ッ プ ア ッ プ 座 布 団 或 は ク ッ シ ョ ン で あ る 。
【 請 求 項 ６ 】
座 布 団 或 は ク ッ シ ョ ン が 、 左 右 二 つ に 分 か れ こ の ハ ー ト 形 半 分 は 両 端 が 蝶 番 で 座 面 の 下 に
埋 め 込 ん で あ る レ ー ル 軌 道 に 連 結 、 横 転 倒 、 座 面 中 央 へ 滑 り 合 わ せ て ハ ー ト 形 に な り ま す
。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ の こ の 半 ハ ー ト の 内 部 に は 硬 い 芯 棒 を 入 れ 形 状 安 定 さ せ 、 か つ 心 棒 の 外 部 を 柔 ら
か い 材 料 で 包 む 。 ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 の ヒ ッ プ ア ッ プ 座 布 団 或 は ク ッ シ ョ ン で あ る 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ７ の 柔 ら か い 材 料 、 天 然 材 質 の 綿 、 ウ レ タ ン 等 で 作 る ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 の ヒ ッ プ ア
ッ プ 座 布 団 或 は ク ッ シ ョ ン で あ る 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 背 景 技 術 】
従 来 の 座 布 団 、 ク ッ シ ョ ン の 多 く は 柔 ら か さ と 広 さ で 臀 部 と 座 面 の 接 触 面 積 を 拡 大 す る 方
法 で 耐 圧 を 分 散 し 、 体 圧 に よ る 局 部 の 痛 み や 疲 労 を 緩 和 す る も の で あ っ た 。 体 脂 肪 の 流 動
性 と 可 塑 性 を 利 用 し て 座 る 寝 る 時 の 体 圧 と ハ ー ト ド ー ナ ツ の 独 特 な 形 で 体 の 自 然 な 曲 線 を
キ ー プ し 、 お 尻 を 理 想 的 な 形 に 整 え る こ と を 考 え て 作 ら れ た も の は あ り ま せ ん で し た 。 従
来 の 座 布 団 、 ク ッ シ ョ ン 或 は 座 る 道 具 に は 下 記 に あ げ る 欠 点 が あ る 。
１ ． 現 代 人 は 座 っ て い る 時 間 が 多 い と 考 え ら れ 、 従 来 の 座 る 道 具 が 太 も も と お 尻 の 間 に あ
る 曲 線 に 合 わ せ 、 お 尻 の 脂 肪 が 太 も も や お 尻 の 外 側 に 押 し 流 さ れ る こ と を 防 ぐ よ う な 作 り
が 無 く 、 座 る 寝 る こ と に よ っ て 自 分 の 体 重 で 臀 部 の 形 を 押 し 潰 す 事 に な っ て し ま っ て い た
。
２ ． 座 る 道 具 を ど ん な に 柔 ら か く 設 計 し て も 圧 迫 さ れ る 部 位 が お 尻 の 中 心 、 最 も 突 起 し て
い る 部 分 で あ る 。
３ ． 坐 骨 が 直 接 圧 迫 さ れ る の は 脂 肪 、 臀 部 の 変 形 下 垂 の 直 接 原 因 で あ る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 考 案 で 解 決 す る 技 術 問 題 は ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 の 座 布 団 、 ク ッ シ ョ ン で 体 脂 肪 の 流 動 性 と
可 塑 性 を 利 用 し 逆 ハ ー ト 形 が 臀 部 を 最 も 理 想 的 と 思 わ れ る 形 を 模 型 と し て 、 身 体 の 自 然 な
曲 線 を キ ー プ し 、 体 圧 で ヒ ッ プ ア ッ プ を 実 現 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 考 案 は ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 の ク ッ シ ョ ン を 提 供 す る 。 こ の
ク ッ シ ョ ン は 、 身 体 の 自 然 な 曲 線 に 合 わ せ て 作 っ て あ る 均 等 な ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 で あ る 。
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本 品 の ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 の ク ッ シ ョ ン の 表 面 は 、 伸 縮 が 無 い 或 い は 伸 縮 性 の 少 な い カ バ ー
で 内 部 は 流 動 性 の あ る 発 泡 ス チ ロ ー ル 顆 粒 で 製 作 す る 。
　 　 伸 縮 が 無 い 或 い は 伸 縮 性 の 少 な い 生 地 は 、 変 形 し に く い 布 地 、 皮 革 、 人 造 皮 革 で あ る
。
　 　 顆 粒 は 、 直 径 １ ～ ３ ｍ ｍ の 発 砲 ビ ー ズ な ど 。
　 　 座 布 団 、 ク ッ シ ョ ン は 椅 子 な ど の 座 る 道 具 と 組 み 合 わ せ て 使 え ま す 。
椅 子 な ど の 座 る 道 具 の 座 面 の 中 に ガ イ ド レ ー ル を 埋 め 込 み 座 布 団 、 ク ッ シ ョ ン 底 部 の 連 結
棒 で 椅 子 な ど と 連 結 す る 。
　 　 座 布 団 、 ク ッ シ ョ ン は 左 右 二 つ の 半 ハ ー ト 形 で 構 成 す る 。 半 ハ ー ト の 両 端 は 椅 子 な ど
の 座 る 道 具 に 埋 め 込 ん で あ る ガ イ ド レ ー ル と 接 続 、 座 面 中 心 へ 滑 動 し 、 ハ ー ト 形 に 合 成 す
る 。
　 　 半 ハ ー ト の ク ッ シ ョ ン は 、 形 状 安 定 の 硬 い 芯 棒 と こ れ を 包 む 柔 ら か い 材 料 で 構 成 す る
。 柔 ら か い 材 質 は 、 綿 、 ウ レ タ ン な ど で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
　 　 座 る 時 の 体 圧 を 臀 部 中 心 か ら 四 周 へ 分 散 し 、 お 尻 の 突 起 を 守 る 、 お 尻 と 太 も も の 間 に
あ る 凹 み を キ ー プ し 、 体 重 で 臀 部 の 突 起 部 分 の 脂 肪 が 太 も も へ 押 し 流 さ れ る こ と に よ る お
尻 の 下 垂 を 防 ぐ 、 臀 部 四 周 も 球 状 座 布 団 に 制 約 さ れ 、 脂 肪 が つ き に く く な る 。
　 　 本 考 案 は 従 来 の 臀 部 中 心 で 体 重 を 支 え る こ と を 避 け 、 臀 部 と 太 も も の 間 か ら 臀 部 周 囲
で 体 重 を 支 え 、 お 尻 の 中 心 部 分 を 着 地 さ せ な い 為 、 寝 る 、 座 る 時 、 お 尻 の 下 に 敷 く と 臀 部
の 突 起 を 守 り 、 太 も も と の 間 に あ る 凹 み を キ ー プ し 、 ヒ ッ プ ア ッ プ を 目 指 す こ と が 考 え ら
れ る 。
　 　 座 布 団 、 ク ッ シ ョ ン は 、 腰 掛 、 肘 掛 に も 兼 用 で き ま す 。
　 　 ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 な の で 装 飾 性 も あ り ま す 。
【 実 施 例 】
　 以 下 、 椅 子 と 組 み 合 わ せ た 実 施 例 を 図 １ ～ 図 ５ に 基 づ い て 説 明 す る
実 施 例 １
　 　 腰 掛 、 ク ッ シ ョ ン 兼 用 形
　 　 図 １ 　 本 考 案 の 正 面 図 、 身 体 及 び 臀 部 の 自 然 な 曲 線 に 合 わ せ て 作 ら れ た 環 状 ハ ー ト 形
の 座 布 団 、 ク ッ シ ョ ン で あ る 。 表 面 は 伸 縮 性 が 無 い 或 は 伸 縮 性 の 少 な い 布 地 で カ バ ー と し
、 内 部 は 流 動 性 が あ る 顆 粒 直 径 １ ～ ３ ｍ ｍ の 発 泡 ビ ー ズ 。
実 施 例 ２
　 　 図 ２ は 、 本 考 案 を 腰 掛 に 使 う 時 の 実 施 正 面 図 、 図 ３ は 、 本 考 案 を ク ッ シ ョ ン に 使 う 時
の 俯 瞰 図 、
　 　 ク ッ シ ョ ン １ ‘ は 、 身 体 及 び 臀 部 の 自 然 な 曲 線 に 合 わ せ て 作 ら れ た 環 状 ハ ー ト 形 の ク
ッ シ ョ ン で あ る 。 ク ッ シ ョ ン １ ’ の 座 面 の 下 に ガ イ ド レ ー ル を 埋 め 込 み ク ッ シ ョ ン １ ‘ の
底 面 の 連 結 棒 で 座 面 の ガ イ ド レ ー ル と 連 結 す る 。 ク ッ シ ョ ン １ ’ は 、 椅 子 の 背 ２ １ ‘ の 前
に 立 つ 。 使 用 す る 時 ク ッ シ ョ ン を 少 し 引 き 上 げ る 、 ク ッ シ ョ ン 底 面 に あ る 連 結 棒 は 中 央 、
上 下 に 自 由 に 移 動 で き る 。 座 面 ２ ２ ’ へ 転 倒 す る と ク ッ シ ョ ン に な る 。 逆 操 作 す る と 腰 当
て に な り ま す 。 ク ッ シ ョ ン を 形 状 安 定 す る 硬 い 心 材 に は 柔 ら か い ウ レ タ ン な ど で 包 む 。
実 施 例 ３
　 　 肘 掛 、 ク ッ シ ョ ン 兼 用 形
　 　 図 ４ は 、 本 考 案 を 肘 掛 に 使 用 す る 時 の も う 一 つ の 実 施 正 面 図
　 　 図 ５ は 、 本 考 案 を ク ッ シ ョ ン に 使 用 す る 時 の も う 一 つ の 状 態 の 実 施 俯 瞰 図
　 　 ク ッ シ ョ ン １ ‘ ’ は 、 身 体 及 び 臀 部 の 自 然 な 曲 線 に 合 わ せ て 作 ら れ た 球 状 ハ ー ト 形 の
ク ッ シ ョ ン で あ る 。
　 　 ク ッ シ ョ ン １ ‘ ’ 二 つ の 半 ハ ー ト 形 輪 郭 で 構 成 し 、 二 つ の 半 ハ ー ト 輪 郭 図 ４ の よ う な
状 態 で 座 面 の 両 サ イ ド に 立 て る と 肘 掛 に な り ま す 。 肘 掛 １ １ ‘ ’ 、 １ ２ ‘ ’ の 両 端 は 、 ９
０ 度 転 倒 出 来 る よ う に な っ て 座 面 の 中 に 埋 め て あ る ガ イ ド レ ー ル と 繋 が る 。 肘 掛 １ １ ‘ ’
、 １ ２ ‘ ’ 外 側 へ ９ ０ 度 転 倒 し 座 面 の 上 で 平 行 に 中 心 へ 滑 動 し て １ ‘ ’ の ハ ー ト ク ッ シ ョ
ン に な る 。 逆 操 作 す る と 肘 掛 に 戻 り ま す 。 半 ハ ー ト 形 輪 郭 の 心 材 は 形 態 安 定 の 硬 い 心 棒 に
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柔 ら か い ウ レ タ ン な ど で 包 む 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 平 面 図
【 図 ２ 】 椅 子 背 も た れ の 正 面 図
【 図 ３ 】 椅 子 座 面 の 俯 瞰 図
【 図 ４ 】 肘 掛 に 使 用 す る 時 の 正 面 図
【 図 ５ 】 椅 子 座 面 ク ッ シ ョ ン に 使 用 す る 時 の も う 一 つ の 状 態 実 施 俯 瞰 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 座 面 ク ッ シ ョ ン
１ ａ 　 座 面 ク ッ シ ョ ン
２ 　 　 椅 子
２ ａ 　 背 面
２ ｂ 　 座 面
３ 　 　 肘 掛
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 21日 (2007.6.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
特 徴 は 体 の 自 然 な 曲 線 に 合 わ せ 、 お 尻 を 最 も 理 想 的 と 思 わ れ る 逆 ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 に 整 え
る ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 の ヒ ッ プ ア ッ プ 座 布 団 或 は ク ッ シ ョ ン 。
上 記 に つ い て 、
　 （ １ ） カ バ ー 材 質 に 伸 縮 が 無 い 或 い は 伸 縮 性 の 少 な い 変 形 し に く い 生 地 布 地 、 或 い は 人
造 皮 革 な ど の 素 材 の 組 合 で あ る 。
　 （ ２ ） 内 材 は 流 動 性 が あ る 直 径 １ ～ ３ ｍ ｍ の 発 泡 ス チ ロ ー ル 顆 粒 で あ る
以 上 か ら 構 成 す る ヒ ッ プ ア ッ プ 座 布 団 或 は ク ッ シ ョ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ の ク ッ シ ョ ン を 椅 子 の 肘 掛 に 左 右 二 つ に 分 か れ 組 み 合 わ せ 、 ク ッ シ ョ ン の 下 部 に
は 蝶 番 で 椅 子 座 面 と 連 結 、 椅 子 座 面 の 中 に は ガ イ ド レ ー ル が 埋 め 込 ん で あ る レ ー ル 軌 道 に
連 結 、 横 転 倒 、 座 面 中 央 へ 滑 り 合 わ せ て ハ ー ト 形 に な る ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 の ヒ ッ プ ア ッ プ
座 布 団 或 は ク ッ シ ョ ン 。
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 9月 17日 (2007.9.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲

(5) JP 3138178 U 2007.12.27



【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
体 の 自 然 な 曲 線 に 合 わ せ 、 お 尻 を 最 も 理 想 的 と 思 わ れ る 逆 ハ ー ト 形 に 整 え る ハ ー ト ド ー ナ
ツ 形 の ヒ ッ プ ア ッ プ ク ッ シ ョ ン に お い て 、 カ バ ー 材 質 に 伸 縮 が 無 い 或 い は 伸 縮 性 の 少 な い
変 形 し に く い 布 地 、 或 い は 人 造 皮 革 な ど の 素 材 を 用 い 、 内 材 は 流 動 性 が あ る 直 径 １ ～ ３ ｍ
ｍ の 発 泡 ス チ ロ ー ル 顆 粒 を 詰 め る こ と を 特 徴 と す る ヒ ッ プ ア ッ プ ク ッ シ ョ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ハ ー ト ド ー ナ ツ 形 の ヒ ッ プ ア ッ プ ク ッ シ ョ ン は 中 央 か ら 分 割 可 能 で あ り 、 分 割 収 納 の
場 合 は 椅 子 の 左 右 の 肘 掛 と し て 使 用 可 能 で あ り 、 合 体 し て い る 時 は 椅 子 の 座 部 中 央 で ハ ー
ト ド ー ナ ツ 形 に な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 す る ヒ ッ プ ア ッ プ ク ッ シ ョ ン 。
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